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ファミリーロードマップ  

ファミリーロードマップへようこそ 
ロードマップの詳細については、動画をご覧ください。 

あなたの教育権 
米国では、学校と家庭が協力して児童の学習と成長を支援しています。すべての児童が

良い教育を受けられるための法律があります。公立学校と同じ権利と保護が、すべての

児童と家庭に適用されます。新しい言語として英語を学んでいる生徒には、言語サポー

トを受けることや、学校のあらゆる活動に参加することに関連した保護があります。 

ご家族は、生徒としてのお子様の権利を理解すべきです。そうすれば、学校に何を期待

すればよいのかがわかります。可能な限り最高の教育を受けさせることができます。

これは、お子様が明るい未来に向かうための準備に役立ちます。 

教育の権利について詳しくはこちらをご覧ください。 

学校の選択肢  
このリソースは、Ohio 州であなたとご家族が利用できるさまざまな学校の選択肢につ

いて学ぶのに役立ちます。これには、伝統的な公立学校、チャータースクール、私立学

校に関する情報が含まれています。家族が特殊学校を選択する理由はたくさんあります。

Ohio 州には、8 つの学校選択肢と障がいを持つ児童のための選択肢があります。 

両親や介護者が関与している場合、お子様の学校生活が順調になる可能性が高くなりま

す。お子様の教育に参加するには、親や介護者が学校がどのように組織されているかを

理解するのに役立ちます。学校制度は異なる場合があります。家族、両親、または介護

者がお子様を支援するためにどのような選択肢があるのかを知ることは役に立ちます。 

Ohio 州全体の Family Engagement Center の学校選択ツールをご覧ください。家族がお

子様に最適な学校を選ぶのに役立ちます。 

https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Your-Education-Rights
http://ohiofamiliesengage.osu.edu/choosing-school-in-ohio-home
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登録  

Ohio 州への子供の入学登録 

新しい学校への入学は、お子様とご家族にとってわくわくする時期です。友人や教師と

の新しい関係の始まりです。また、ご家族が学校コミュニティの一員となる時期でもあ

ります。お子様が学校に通い始める前に、入学の登録を済ませなければなりません。入

学時には、多くのプログラムや、学校が生徒や家族に提供するものについて学ぶことが

できます。 

お子様を学校に入学させる方法の詳細をご覧ください。 

学校の出席状況の理解 

出席が多い生徒は、学校生活が順調になる可能性が高くなります。毎日通学する生徒は、

高校を卒業する可能性が 9 倍高くなります。また、3 年生までに読解力を身につける可

能性も 6 倍高くなります。そのため、生徒はできるだけ学校に通うことが求められます。

Ohio 州では、学校は生徒の通学時間数を記録しています。 

学校への出席に関する詳細をご覧ください。 

お子様の学業成績を把握します 

お子様の学習状況を把握することは、学校での成功に欠かせません。学習状況を知るこ

とで、効果的なサポートや指導が可能になります。お子様の学校では、試験や課題など、

さまざまな方法で学習状況を評価します。これらは、彼らの教育の道のりについて重要

な洞察を与えてくれます。 

学業の進歩と採点の詳細をご覧ください。 

https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Enrolling-Your-Child-in-Ohio
https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Understanding-School-Attendance
https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Your-Childs-Academic-Progress
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英語サポート 
Ohio 州の学校と教育者たちは、生徒が世界でうまくコミュニケーションできる機会を

活用することを望んでいます。これには、必要な生徒に英語サポートを提供することも

含まれます。学校は、生徒が英語力を向上させるための具体的なステップとサポートを

用意しています。 

英語サポートの詳細をご覧ください。 

成功のために協力しましょう  

お子様の成功のために学校と協力します 

あなたやご家族ほど、お子様のことをよく知っている人はいません。お子様の教育をサ

ポートする方法について知りたい時や、お子様が助けを必要とする時に学校に連絡する

ことができます。また、お子様が順調に進んでいるかどうか、学校に問い合わせること

もできます。 

学校との連携の詳細をご覧ください。 

学校の委員会やチームへの参加方法 

家庭と教師が協力すれば、お子様は成功しやすくなり、毎日学校に通い、クラスメート

や教師とのつながりを感じやすくなります。学校に関与する保護者や養育者は、自分た

ちが学校コミュニティの一員であると感じています。学校に参加する重要な方法の一つ

は、学校のチームや委員会に参加することである。保護者や養育者は、学校や地区につ

いて決定するために、他の家族と知り合ったり、教師や管理者と協力したりすることが

できます。 

お子様の学校への参加について詳しくご覧ください。 

卒業 
「簡単なことではないことは承知していますが、児童の未来のために素晴らしい仕事を

しています。」 - Ohio 州教師  

https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/English-Language-Supports-at-School
https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Working-Together-with-the-School
https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Participate-in-School
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お子様の卒業をサポート  

高校卒業は、若者にとって大学進学や職業選択の重要な第一歩です。Ohio 州の学校で

は、生徒が将来の成功に向けて準備できるよう、卒業に必要な条件を定めています。お

子様が卒業し、将来に備えるのを助けることができます。卒業要件と、それをサポート

するさまざまな方法を確認します。 

卒業について詳しくご覧ください。 

明るい未来への準備  

ご家族は、お子さんの将来に備えて重要な役割を担っています。子供がどのような道に

進もうとも、将来の選択肢を探る手助けをすることで、子供をサポートすることができ

ます。どのような進路やキャリアに興味があるのか聞いてみるのもいいです。あるいは、

彼らの夢や目標を聞くことから始めてもよいでしょう。また、お子様の学校や地域社会

でどのような支援が受けられるかを調べてみるのもよいでしょう。 

大学やキャリアの選択肢の詳細をご覧ください。 

その他のサポート  

バーチャル（またはオンライン）学習でお子様を支援します  

バーチャル学習は、テクノロジーを活用した学習方法であり、学校での学習方法を変え

ました。すべての年齢の児童に、周囲の世界に対する理解を迅速に深める機会を提供し

ます。このテクノロジーを最大限に活用するために、学校はバーチャル学習を使用して

学生の学習を支援しています。学校がバーチャル学習を使用する方法は、学校や学年ご

とに異なる場合があります。自宅でのバーチャル学習をサポートする方法を理解するこ

とが重要です。 

バーチャルまたはオンライン学習の詳細をご覧ください。 

https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Supporting-Your-Childs-Graduation
https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Preparing-Your-Child-for-a-Bright-Future
https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Helping-with-Online-Learning
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授業時間外の生徒向けプログラム  

Ohio 州では、生徒が学校の時間外に参加できるプログラムがあります。これらのプロ

グラムは、授業開始前でも放課後でもよいです。休校の場合もあります。プログラムに

よっては、学校生活で手助けが必要な生徒に特別なサポートを提供することができます。

宿題をしたり、コンピューターやインターネットにアクセスしたりするための静かな場

所を提供することで、子供たちが学校でよりよく勉強できるようにすることができます。

また、学校の勉強を特別に手伝ってくれたり、新しいことを教えてくれる楽しいアク

ティビティもあります。これらのプログラムでは、生徒は新しい友達を作り、他の人か

ら学ぶことができます。お子様を登録したり、一定の規則を満たす必要がある場合もあ

ります。これらのプログラムは無料の場合もあれば、追加費用がかかる場合もあります。

生徒に食事を与えたり、交通費を援助したりするところもあります。 

学校外のプログラムの詳細をご覧ください。 

生徒のメンタルヘルスをサポートします  

Ohio 州では、学校は生徒全体をサポートするために尽力しています。つまり、学校は

生徒一人一人の学業上の成功と幸福を気にかけているということです。そのため、学校

は生徒のメンタルヘルスをサポートするためのリソースを提供しています。 

お子様のメンタルヘルスをサポートする方法についての詳細をご覧ください。 

学校とのコミュニケーションにおける通訳者の活用  

Ohio 州では、学校と家庭が協力して生徒の成功を支援しています。互いに重要な情報

を話し、共有することでそれを実現します。学校は、家庭が好む言語で情報を共有しな

ければなりません。ご家族は通訳者の助けを借りて、学校に質問したり、自分の考えや

懸念を伝えたりすることができます。 

通訳者の利用について詳しくはこちらをご覧ください。 

https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Programs-Outside-School
https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Supporting-Your-Childs-Mental-Health
https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Using-Interpreters
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組織一覧 

Ohio 州のリソース  

これらの組織は、Ohio 州に初めて来て、英語以外の言語を話す家族を支援することに

焦点を当てています。 

組織リストのコピーをコンピューターやデバイスにダウンロードします。 

用語集 
この用語集は、学校や教育に関する一般的な用語の簡単な定義と説明を提供するように

設計されています。このリソースは、お子様の教育をよりよく理解するのに役立ちます。

このリソースは、お子様の教育をよりよく理解するのに役立ちます。 

用語集をご覧ください。 

 
 

これらのリソースは、Ohio 州の英語学習者の学業、学生のウェルネス、大学およびキャリアの成果を高

めることを目的としています。このリソースは、Ohio Department of Education and Workforce と The 

Ohio State University の Center on Education and Training for Employment が、家族のサポート者、地域

社会のリーダー、学区のスタッフ、教師の献身的なグループと協力して作成したものです。 

https://education.ohio.gov/getattachment/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/OrganizationsList_English.xlsx.aspx?lang=en-US
https://education.ohio.gov/Training-Pages/Sandbox/OSU-SANDBOX-2/AOEL-Advancing-Ohio-s-English-Learners/Roadmap-for-Families/Glossary
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